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 早いもので今年も 12 月となりました。先生方には､年末と学期末が重なって超多忙な毎日が続いて

いることとお察し申し上げます。でも､多忙な中にも心に余裕を。今月 10 日には見事な皆既月食があ

ります。空を見上げて､ちょっと一息ついてみませんか。土曜日夜の天文ショーです。児童・生徒､保護

者の皆さんにもぜひご紹介いただきたいと思います。 

 

皆既月食は､太陽-地球-月が一直線に並んだ時に､地球の影の中に満

月がすっぽりと入りこんでおこる現象です。皆既中の月は真っ暗にはな

らず､地球の大気中を屈折した太陽の光がわずかに月を照らすので､幻

想的な「赤銅色」の丸い月となります。欠け始めから全経過を楽しめる

月食は 2000 年 7 月以来 11 年ぶり。しかも月が高く昇る最高条件の

皆既月食です。月食は肉眼や小さな双眼鏡も十分楽しむことができます。 

 ぜひ多くの皆さんに楽しんでいただきたいものです。 

 

パレットおおさきホームページに「月食特集ページ」を開設しています。ぜひご覧ください 

半影月食の開始  20:31 

部分月食の開始  21:45 

皆既月食の開始  23:05 

食の最大      23:31 

皆既月食の終わり 23:58 

部分月食の終わり  1:18 

半影月食の終わり  2:31 



冬の星空が美しい理由。それは､空気が

澄んでいることと､明るい星が多くて華

やかなためです。北日本から見える一等

星はぜんぶで１５個ありますが、冬の星

座の中にはそのうちの７つも集まって

います。オリオン座のベテルギウスとリ

ゲル、おおいぬ座のシリウス、こいぬ座

のプロキオン、ふたご座のポルックス、

ぎょしゃ座のカペラ、おうし座のアルデ

バランです。ベテルギウス、シリウス、

プロキオンを結ぶと有名な「冬の大三

角」ができあがります。 

 よく見ると、それぞれ色が違うのがわ

かります。とくに、オリオンの二星の色

の対比は見事で、ベテルギウスは「平家

の赤旗」､リゲルは「源氏の白旗」とさ

れました。また、ふたご座のポルックス

とカストルは、「金ぼし」「銀ぼし」とし

て親しまれています。明るい星が多い冬

の星空は、星の色の違いを観察するチャ

ンスです。 

 星の明るさを示す「等級」は、古代ギ

リシャの天文学者ヒッパルコスが､特に

明るい星２０個ほどを「１等星」､肉眼

で見えるぎりぎりの暗い星を６等星と

してグループ分けしたのが始まりです。

その後１等星は６等星の１００倍の明

るさ､１等の差は２．５１２倍の明るさ

というように､光の量によって星の明る

さを詳しく表現するようになりました。ちなみに､おおいぬ座のシリウスという星は、マイナス１．５

等で、星座を形づくる星の中では一番の明るさです。 

 クリスマスの夜、リゲル、シリウス、プロキオン、ポルックス、カペラ、アルデバランを結んでみて

ください。夜空に、一等星でできる､とても大きな六角形が描かれます。これが、この世でもっとも見

事でうつくしい「冬のダイヤモンド」。10 日の夜には、この真ん中に赤銅食の月が輝きます。一足早い

クリスマスプレゼントを、子どもたちや大事な人に見せてあげてください。 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

●星をみる会 12 月 10 日（土）１９：３０～２０：４５ 

冬の星座をさがしながら、月や木星、冬の一等星を望遠鏡で観察します。また、月食直前ガイドも行

います。センターでは、子どもたちや地域のみなさんに星空を案内する天文ボランティアスタッフを

募集中です。先生方のご参加をお待ちしています。 
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